
Chapter 8  A Two-Dimensional Far Field Viewer Tutorial

145

Chapter 8 A Two-Dimensional 
Far Field Viewer 
Tutorial

この章では、2次元のﾌﾟﾛｯﾄを表示するために far field viewer を使用する
例題を説明します。 Far field viewer は emの解析中に生成された電流密度
ﾃﾞｰﾀを使用して 遠方界ﾊﾟﾀｰﾝを表示します。 この例題では、以下に示す
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面の上方にある微小ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙｱﾝﾃﾅを解析し、その結果を reference 
2で紹介しているように、164 ﾍﾟｰｼﾞに示された正確で理論的なｱﾝﾃﾅﾊﾟﾀｰﾝ
と比較します。 

ｱﾝﾃﾅのﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞと far field viewer の使用方法の詳細は Sonnet User’s Guide
の 343 ﾍﾟｰｼﾞの第 21 章 “Antennas and Radiation”をご覧ください。
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この例題はあまり実用的ではありませんが、簡潔なので検証用に使用す
るのによい例題です。この微小電気ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙは、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面 ( 電界を反射
する境界 )から 1波長 ( 1 GHzで 300 mm) 上に置かれています。

Creating an Antenna Pattern File
このﾁｭｰﾄﾘｱﾙは 、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面から 1波長上にある微小ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙを使います。
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ Infpole が Sonnet の例題ﾌｧｲﾙの中に用意されています。この例
題ﾌｧｲﾙの入手方法については、いずれかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾒﾆｭｰから Help ⇒ 
Examples を選択し、続いて Instructions ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 

1 “infpole.son” のｺﾋﾟｰを、お使いのﾜｰｷﾝｸﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに保存します。 

ﾌｧｲﾙ “infpole.son”は、project editorを使って作成されたﾀﾞｲﾎﾟｰﾙｱﾝﾃﾅの回
路図形ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄです。 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙの図形ﾌｧｲﾙは、project editorを使って見る
ことができます。 

Sonnet Level2 のﾕｰｻﾞがこの例題を見ることができるように、この
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞを使用可能にして解析し、その結果のﾃﾞｰﾀ
をﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙに含みました。しかし、ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞを使用可能にし
て解析すると、実際的でないﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾄﾞされた S ﾊﾟﾗﾒｰﾀが算出されてし
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まいます ( ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾄﾞされていない S ﾊﾟﾗﾒｰﾀは有効です）。これは
ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞのｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑが、ﾎﾟｰﾄに接続された図形と同じ寸法で
ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ標準 (直線路 )を解析するからです。この場合、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面
までの距離が 1波長分あるので、ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ標準は、高次の伝送線路
ﾓｰﾄﾞを含みます。これは、ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾄﾞの仮定を破ることになり、正しく
ない S ﾊﾟﾗﾒｰﾀが算出されてしまいます (Sonnet User’s Guideの第 8章
“De-embedding Guidelines” をご覧ください )。しかし far field viewer は常
に、ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾄﾞされていない結果を使って遠方界を計算するので、遠方
界の計算は、 ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾄﾞする時もしない時も有効です。

Far field viewerへの入力のﾃﾞｰﾀを生成するために、project editor の Analysis 
Setupﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの中で、 Compute Current Density ｵﾌﾟｼｮﾝを選択する必要
があることを覚えておくことが重要です。 

Infpole は、0.8 GHz から 1.2 GHzまで 0.1 GHzの間隔の linear 周波数ｽｨｰﾌﾟ
で解析されました。

Running the Far Field Viewer
2 Sonnet ﾀｽｸﾊﾞｰの View Far Field ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、far field viewerを起動し
ます。

ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰ が画面に表示されます。

3 ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰから “Browse for Project” を選択します。

ﾌﾞﾗｳｻﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳが画面に表示されます。 

4 ﾌﾞﾗｳｻﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳを使い、先に保存した “inpole.son”のｺﾋﾟｰを選択します。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ “infpole.son”の上に far field viewer ｳｨﾝﾄﾞｳがｵｰﾌﾟﾝします。

初期計算の終了後、以下のようなﾌﾟﾛｯﾄが画面に表示されます。新しい
ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされると、 far field viewer はﾃﾞﾌｫﾙﾄの方向、ﾎﾟｰﾄの励振と終
端にもとづいた 1つめの周波数上で解析を実行し、phiの 1つめの値の
の変化に対する Gain (dB)を表示します。計算のﾃﾞﾌｫﾙﾄは以下の通りで
す。

• phiの 2つの値があります。 : 0° と 90°。
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• Theta の範囲は、 -90° から +90° の 5° の間隔です。

• ﾎﾟｰﾄ 1は 50.0 Ωの負荷、 1.0 V の大きさのｿｰｽに設定されます。 

Far field viewer は選択された thetaを X軸にして、直交ﾌﾟﾛｯﾄをﾃﾞﾌｫﾙﾄ表示
します。偏波のﾃﾞﾌｫﾙﾄは Theta/Phiです。Y軸はﾊﾟﾀｰﾝの結果の Gain(dB)
を表示するように設定され、理想的な等方性ｱﾝﾃﾅの電力利得にﾉｰﾏﾗｲｽﾞ
されます。

計算を変更し、ﾃﾞﾌｫﾙﾄを表示するためには far field viewerのﾍﾙﾌﾟの File - 
Preferences をご覧ください。

Calculating the Response
前述したように、far field viewerが起動されると応答ﾃﾞｰﾀは、電流応答
ﾌｧｲﾙの 1つめの周波数にだけ計算されます。角度を追加して他の周波数
のﾃﾞｰﾀを計算するためには、以下のことを実行します。
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5 Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Graph ⇒ Calculate を選択します

以下のような Angles ﾀﾌﾞの選択された Calculation Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画
面に表示されます。

Selecting Phi Values

6 Phi行のStartﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽに0、 Stop ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽに90 、Step ﾃｷｽﾄ入力
ﾎﾞｯｸｽに 5と入力します。

これにより、 phi = 0° から 90°まで 5°ごとのﾃﾞｰﾀ点が解析されます。
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Selecting Frequencies

7 Calculation Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの Frequencies ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。

以下のような Frequencies ﾀﾌﾞが表示されます。

8 Available Frequenciesの下の Select All ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

すべての周波数が強調表示されます。

9 右向き矢印 ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

これにより、選択されたすべての周波数が Calculated Frequencies 欄へ移
動します。

10 Calculate ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

Far field viewerが要求されたﾃﾞｰﾀを計算するのに若干時間がかかります。 
これらの項目はいづれも Calculate ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝを選択する前に変更されて
いないので、各周波数の計算は、前述した phi、theta、ﾎﾟｰﾄの励振、排
除のﾃﾞﾌｫﾙﾄ値を用いて行なわれます。 
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ｽﾃｰﾀｽﾎﾞｯｸｽが現われ、計算の過程を表示します。計算が終了すると、表
示画面が更新されます。より大きくより複雑な回路では、かなり時間が
かかるかもしれません。

Selecting the Response
Far field viewer ではﾕｰｻﾞが表示したいと思うﾃﾞｰﾀ項目をいつでも選択で
きます。次の節では、異なる phiでの 1 GHz のﾃﾞｰﾀを表示します。

11 Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Graph ⇒ Select ⇒ Frequenciesを選択しま
す。

Select Frequencies ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。

Calculated 欄は、ﾃﾞｰﾀが既に計算されている周波数を表示し、これは現
在表示されているﾃﾞｰﾀではありません。 Plotted 欄は、現在表示されてい
る周波数を表示します。上の場合は、 0.8 GHzです。

TIP
Legendの Frequencyの領域をﾏｳｽの右ﾎﾞﾀﾝでｸﾘｯｸして表示されたﾒﾆｭｰから
Selectを選択する ことによって、Select Frequencies ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｵｰﾌﾟﾝ
することもできます。
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12 Plotted欄の 0.8 をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。

これにより、 0.8 が calculated 欄に移動します。つまりこの周波数は表示
されません。

13 Calculated欄の 1.0 をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。

これにより、 1.0 が Plotted 欄に移動します。

14 OK ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

これによりﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽがｸﾛｰｽﾞし、Phi = 0°の 1.0 GHzのﾃﾞｰﾀで画面が
更新されます。

15 Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Graph ⇒ Select ⇒ Phi を選択します。 

Select Phi’s ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。

16 Calculated欄のｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰを使って、このﾘｽﾄが 90.0 Degrees を表示するま
で下に移動します。 

17 90.0 Degrees をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして、この値を Plotted 欄へ移動します。

この欄の値が far field viewerに表示されます。
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18 OK ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが消えて far field viewer の画面が更新されます。その画面
は以下のようになっているはずです。

このﾌﾟﾛｯﾄは 2つの曲線 : phi = 0° と phi = 90° での Etotal を示しています。
上の曲線は phi = 90 ° での放射ﾊﾟﾀｰﾝです。下の曲線は phi = 0 ° での放射
ﾊﾟﾀｰﾝです。

Far field viewer は自動的に適切なﾌﾟﾛｯﾄのｽｹｰﾙを選びます。 
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19 Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Graph ⇒ Select ⇒ Phi を選択します。

Select Phi’s ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。 

TIP
Legendの Phi ﾎﾞｯｸｽをﾏｳｽの右ﾎﾞﾀﾝでｸﾘｯｸし、表示されたﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰから Select
を選択して、Select Phi’s ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽにｱｸｾｽすることもできます。

20 Plotted欄の 90.0 degrees をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、これを Plotted 欄から Calculated 
欄へ移動します。

これにより 90.0 degrees がﾌﾟﾛｯﾄから削除されます。

21 OK ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面から消え、 far field viewer のﾌﾟﾛｯﾄが更新されます。
ﾌﾟﾛｯﾄは以下のようになっているはずです。
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Zooming
ﾂｰﾙﾊﾞｰにある zoom ﾎﾞﾀﾝは、ﾌﾟﾛｯﾄの特定の領域を拡大する時に使うこと
ができます。 

22 ﾂｰﾙﾊﾞｰの Zoom In ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

この例題では、利得が 0 から 10 dBの領域をｽﾞｰﾑｲﾝします。その領域で
は、Theta の範囲は 20° から 50°です。 

View ⇒ Zoom In またはｽﾍﾟｰｽﾊﾞｰを使用しても、この zoom 機能を使うこ
とができます。 

23 ﾌﾟﾛｯﾄの中の 0 dB の利得で Theta = 20°に対応する点をｸﾘｯｸし、そこから 
10 dB の利得で Theta = 50°に対応する点までﾏｳｽをﾄﾞﾗｯｸﾞします。

拡大する領域を囲むﾗﾊﾞｰﾊﾞﾝﾄﾞがﾏｳｽの動きとともに表示されます。
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ﾏｳｽから指が離れると、以下のようにﾌﾟﾛｯﾄが更新されて、選択された領
域が拡大された表示となります。

24 ﾂｰﾙﾊﾞｰの Full View ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

再びﾌﾟﾛｯﾄ全体が表示されます。 

Probing the Plot
ﾌﾟﾛｯﾄがある任意の地点のﾊﾟﾀｰﾝ応答の値を調べるには、所望の地点を
ｸﾘｯｸするだけです。 
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25 ﾌﾟﾛｯﾄの theta = 45° の点をｸﾘｯｸします。

以下のように、その点のまわりに正方形が現れます。周波数、 theta と phi
の値、利得を含む、その点の読み出し値が far field viewer ｳｨﾝﾄﾞｳの下の
ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰに表示されます。

26 左向き矢印←を押して、ﾌﾟﾛｯﾄの theta = 40° の点へ移動するか、または
その点をｸﾘｯｸします。

その点に probe ﾎﾞｯｸｽが現われ、そのﾃﾞｰﾀがｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰの中で更新されま
す。 

1つ以上のﾃﾞｰﾀ曲線が表示されている場合は、上向き矢印 ↑ と下向き矢
印 ↓を使って、ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾛｰﾌﾞを曲線間で移動させることができます。ま
た、左向き矢印 ← と右向き矢印 →を使って、どの曲線上でもﾃﾞｰﾀ点の
間を移動することができます。

Probe  の位置

ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰの Probeの読み出し値
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Re-Normalizing the Plot 
Far field viewer はﾃﾞﾌｫﾙﾄで、電力利得を表示します。 電力利得は、ｱﾝﾃﾅへ
供給された全電力が等方的に放射している場合に存在する均一の放射強
度によって割り算された放射の強度として定義されます。 [1] 

ここで、ﾌﾟﾛｯﾄを最大値にﾉｰﾏﾗｲｽﾞしましょう。 

27 Graph ⇒ Normalization を選択して、ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｲｼｮﾝを変更します。

Select Normalization ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。

28 Relative To ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄから Max を選択します。

これで表示するﾌﾟﾛｯﾄの放射の最大値が、ﾌﾟﾛｯﾄの 0 dBの地点になりま
す。
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29 OK ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽがｸﾛｰｽﾞし、最大値にﾉｰﾏﾗｲｽﾞされたﾃﾞｰﾀで、画面が更新さ
れます。この場合は、 5.60297 dBです。
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Changing to a Polar Plot 
30 Graph ⇒ Type ⇒ Polar を選択して、表示に極座標ﾌﾟﾛｯﾄを選びます。

微小ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙの理論的なﾃﾞｰﾀが極座標ﾌﾟﾛｯﾄで示されているので、極座標ﾌﾟﾛｯﾄが
選ばれています。極座標系を使って、画面が更新されます。 Phi は一定で theta は
ｽｨｰﾌﾟされています。

TIP
Far field viewerの画面のﾌﾟﾛｯﾄﾀｲﾄﾙの領域でﾏｳｽの右ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、表示された
ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰから Type を選択し、別の種類のﾌﾟﾛｯﾄを選ぶことができます。

Turning Off the Legend
Legend は表示に多くのｽﾍﾟｰｽを取ってしまうので、それらを offにし、余
分のｽﾍﾟｰｽを使ってﾌﾟﾛｯﾄを表示することができます。 
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31 Legendを off にするために、 View ⇒ Legendを選択します。 

これにより、legendは “off” になり、 far field viewer は legendなしのﾌﾟﾛｯﾄ
を再表示します。ﾒﾆｭｰ項目から legendの状態の表示をﾄｸﾞﾙできます。 
View ⇒ Legend を選択すると legendが再び表示されます。 

Changing the Radius Axis
ﾌﾟﾛｯﾄの半径の軸の限界を別の値に変更することができます。この例題
では、間隔を 20 dB から 10 dBに変えてみます。 
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32 Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Graph ⇒ Axes を選択します。

Axes Properties ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。

33 AutoScale ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽをｸﾘｯｸして、これを “off”にします。

これにより Autoscaleの下の Min と Max ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽと、Tick Labelsの
下の Interval と Number ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽが使用可能になります。

34 Interval ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽに “10” と入力します。

これによりﾌﾟﾛｯﾄのｸﾞﾘｯﾄﾞの間隔が 10 dBに設定されます。
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35 OK ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが消え、軸の新しい間隔の値で、 far field viewer の画面が更
新されます。画面は今、以下のようになっているはずです。

上図は、ﾌｧｲﾙ infpole.sonで大変短いﾀﾞｲﾎﾟｰﾙの遠方界ｱﾝﾃﾅﾊﾟﾀｰﾝを計算し
た far field viewer です。この結果は、次の図の理論的な結果と比較する
べきでしょう。
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Selecting a Frequency Plot
Reference [2]から引用した ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面から1波長上にある微小ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙｱﾝﾃﾅ
の正確な遠方ｱﾝﾃﾅﾊﾟﾀｰﾝ。

36 Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Graph ⇒ Type ⇒ Cartesian を選択します。

これにより画面が直交ﾌﾟﾛｯﾄに更新されます。ﾌﾟﾛｯﾄの種類を変えると、
ｵｰﾄｽｹｰﾙが自動的に戻ることに注目してください。

37 Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから View ⇒ Legend を選択します。

Legend が再び画面に表示されます。

reference [2]から引用した ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面から 1波長上にある微小
ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙｱﾝﾃﾅの正確な遠方ｱﾝﾃﾅﾊﾟﾀｰﾝ。
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38 Far field viewer のﾂｰﾙﾊﾞｰの Plot Over ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄから Frequency を選択し
ます。

39 Far field viewer のﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Graph ⇒ Select ⇒ Theta を選択します。

Select Theta’s ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。

40 Plotted ﾘｽﾄの -90.0 degrees をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。

この値が Calculated ﾘｽﾄへ移動し、その値を画面から消去します。

41 Calculated ﾘｽﾄの 0.0 degrees をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。

この値が Plotted ﾘｽﾄへ移動し、その値を画面に追加します。

Plot Over ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄ
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42 OK ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

以下のように画面が周波数ﾌﾟﾛｯﾄに更新されます。利得は、 7.55131 dBに対して
計算されていることに注目してください。それはﾉｰﾏﾗｲｾﾞｲｼｮﾝが最大値に対した
値で、かつ、この値がこのﾌﾟﾛｯﾄの放射の最大値であるからです。

43 Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Graph ⇒ Select ⇒ Phi を選択します。

Select Phi’s ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。

TIP
Legendの Phi ﾎﾞｯｸｽをﾏｳｽの右ﾎﾞﾀﾝでｸﾘｯｸし、ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟｳｨﾝﾄﾞｳから Select を選択す
ることによって、Select Phi’s ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを起動することもできます。

44 Plotted ﾘｽﾄの 0.0 degrees をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。

この値が Calculated ﾘｽﾄへ移動し、その値を画面から消去します。
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45 Calculated ﾘｽﾄの 90.0 degrees をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。

この値が Plotted ﾘｽﾄへ移動し、その値を画面に追加します。

46 OK ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが消え、ｳｨﾝﾄﾞｳ が更新されます。

47 Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Graph ⇒ Select ⇒ Thetaを選択します。

Select Theta’s ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。

48 Calculated ﾘｽﾄの 45.0 degrees と 90.0 degrees をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。

これらの値が Plotted ﾘｽﾄへ移動し、これらの値を画面に追加します。

49 OK ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面から消え、以下のように画面が更新されます。

Theta = 90での E-Total が legendの中に表示されていますが、ﾌﾟﾛｯﾄ上には現れてい
ないことに注目してください。これは、この値が小さすぎてﾌﾟﾛｯﾄ上には現れな
いからです。 
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Viewing a Surface Plot
表面ﾌﾟﾛｯﾄは 1つの周波数の利得に対して表示される theta と phiで計算
されるすべての値を表示します。

50 ﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Graph ⇒ Type ⇒ Surfaceを選択します。

表示用に選択された 1つめの周波数 0.8 GHzの表面ﾌﾟﾛｯﾄで画面が更新さ
れます。

Saving the Far Field Viewer File
51 Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから File ⇒ Saveを選択します。

このﾌｧｲﾙは同じﾌｧｲﾙ名に拡張子 “.pat” がついた、つまり “infpole.pat”という名前
で保存されます。この far field viewerのｾｯｼｮﾝで計算されたﾃﾞｰﾀが保存されます。
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Exiting the Far Field Viewer Program 
これで far field viewerを使った 1つめの例題は終わりです。 

52 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを停止するためには、 File ⇒ Exitを選択します。 

Far field viewer ｳｨﾝﾄﾞｳが画面から消えます。 
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